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４
⽉

25
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定
期
総
会 

 

◆
７
⽉
４
⽇ 

 
 

町
内
会
⻑
と
⾏
政
と
の
懇
談
会 

 
 

53
町
内
会
⻑
が
参
加 

 

◆
７
⽉

31
⽇ 

町
内
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
⼤
会 

 

◆
８
⽉
５
⽇(

※
道
町
連
主
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町
内
会
活
動
実
践
者
研
修
会 

 
 ◆

８
⽉

25
〜
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⽇ 

 
 

先
進
地
視
察
研
修
会 

 
 

15
町
内
会
⻑
が
参
加 

 

◆
10
⽉
６
〜
７
⽇(

※
道
町
連
主
催) 

ブ
ロ
ッ
ク
別
町
内
会
活
動
研
究
⼤
会 

 
 

平
成

29
年
度
は
名
寄
市
で
の
開
催
が
決
定
！ 

 

◆
10
⽉

26
〜

11
⽉

25
⽇ 

 
 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会 

 
 

市
内
９
会
場

161
⼈
が
参
加 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

発 行  名寄市町内会連合会 

会長 中村 雅光 

発行日  平成 29 年 1月 1日 

編 集  連合会だより編集委員 

事務局  市役所企画課企画調整係内 

℡01654-3-2111（内線 3308） だだよよりり

町内会連合会とは・・・？
 名寄市内の町内会⻑で構成される組
織で、名寄市の理念である「市⺠と⾏
政との協働によるまちづくり」を基本
に、⾃⽴した活⼒あるまちづくりを促
すため、町内会活動を推進しています。※道町連・・・北海道町内会連合会の略称 

 

４⽉７⽉ ８⽉１０⽉ 平
成

28
年
度
の 

町
内
会
連
合
会
活
動 

▲航空⾃衛隊千歳基地にて 

▲定期総会の様⼦ 

豊栄区町内会 

名寄市スポーツ振興アドバイ

ザーの阿部雅司さんとノルデ

ィックウォーキング！ 



 

７
月
31
日
、
第
16
回
町
内
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、
27
町
内
会
149
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
体
調
を
崩
す
参
加
者
も
な
く
、
無
事
大
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
団
体
の
部
で
は
、
４
大
会
ぶ

り
４
回
目
と
な
る
東
12
区
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
個

人
の
部
で
は
、
男
子
は
10
区
の
山
下
義
仁
さ
ん
、
女
子

は
旭
栄
区
の
尾
上
広
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
、大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

第１６回 
【団体の部】      [スコア] 

優 勝  東１２区  [４０７] 
準優勝  １０区   [４１５] 
３ 位  大橋区   [４２１] 
 

【個人の部（男子）】 
優 勝  山下 義仁（１０区）   [９４] 
準優勝  梅木 政夫（東１２区）  [９５] 
３ 位  尾上 俊博（旭栄区）   [９７] 

 
【団体の部（੓子）】 

優 勝  尾上 広子（旭栄区）   [１０１] 
準優勝  中村 久子（大橋区）   [１０２] 
３ 位  హਆ ひろ子（東１２区） [１０４] 
 

【ホールインワン賞】 
 佐久間邦保（１８区）、渡辺昭夫（栄町区）、小ਧ雅幸（ਸ਼１３区）、 

દਆದ一（ৈৄ区）、ਮিົ次୙（１ڲ区）、佐ઢ政᝜（２区）、 
൘ਆଐ三（௯連中ఙ区）、લ橋஬੸（ৈৄ区）、佐ر木ฆ（大橋区） 

▲東１２区の皆さん 

औैऩॊ１ڬফप਱ऐथ 

ৗফ明けましておめでとうओकいます。 

 皆஘には、຤かしい平成２９ফのৗஐをಶえられまして心よりお慶び申し上げますと共に、日頃

から当連合会ણ৿へのओ৶ੰとओੈৡをຘऌ、心より厚くお礼を申し上げます。 

 昨ফは、全ব৓に地൜の৅েと多くの઎௯の๷来なनঽே災害の多いফでもありました。特に、

ਨਲ੊では８াに３つもの઎௯が上ಮし、୻ফになく農業をはじめ多くの産業に甚大な被害の爪痕

を残しました。幸いにも本市はその影響も最小限となりましたが、犠牲となられた方そして被災さ

れた方には心よりおৄ೺い申し上げますと共に、1 日もଫい୮௪をお࿕り申し上げるところであり

ます。 

 近ফの気象状況は、地球温暖化の影響のためか本州の信越やਨಮ地方の気象にథ๚しているよう

に感じられ、特に夏期のゲリラ豪雨による洪水災害への対策については、各町内会とも万全を機す

る必要があるものと考えているところであります。 

 さて、当連合会では市ড়の皆さまの考えを広く市政に反映されることを願い、「まちづくり懇談

会」を開催しております。昨ফは、平成２９ফ২から今৏１０ফの「名寄市੕合計画（ਸ਼ 2 次）基

本構想・基本計画」の概要と「身近に迫る災害への備えについて」の説明を受けたところでありま

す。当市においても近い将来大幅な人ઠ੖が੒想される中で、எनも市ড়一人ひとりがより住みや

すい郷土にするために「向こう三軒両ๆ」の஡ઐを஥めながら、日頃からঽীの୵をஹり（ঽ助）、

お互いに助け合うこと（共助）が大事だなと痛感させられる昨今であります。 

 今ফ１ফさらなるଐいফであります事をओ࿕୛申し上げながら、ফ୍のओቂቇといたします。 

 
名寄市町内会連合会 会শ 中村 雅光 

町
内
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
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先進地 
視察研修に 

ষढथऌऽखञ 

車
の
あ
る
「
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳

水
族
館
」。
先
日
の
雨
で
濁
り
が
あ

り
、
川
底
か
ら
は
サ
ケ
の
姿
は
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
外
の
橋
の
上
か

ら
何
と
か
見
え
ま
し
た
。 

ホ
テ
ル
に
は
予
定
よ
り
早
く
到

着
。
一
風
呂
浴
び
て
か
ら
の
夕
食
と

な
り
、
一
日
の
疲
れ
も
見
せ
ず
歓
談

い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
26
日
は
雨
模
様
で
し
た
が
、
恵

庭
市
黄
金
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

「
恵
庭
市
町
内
会
連
合
会
」
の
会
長

他
５
名
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
い

た
し
ま
し
た
。（
人
口
・
６
万
８
８

０
０
人
、
世
帯
・
３
万
１
０
０
０
）

恵
庭
市
は
、
札
幌
市
と
千
歳
市
の
中

間
に
位
置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵

ま
れ
早
く
か
ら
住
宅
整
備
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
着
実
に
人
口
が
増

え
て
き
て
い
る
街
と
の
こ
と
。
連
合

会
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
・
自
治
会

加
入
率
63.4%

（
名
寄
は
78.1%

）

で
、
ど
こ
も
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
加
入

率
の
低
さ
が
問
題
の
よ
う
で
す
。 

ま
た
役
員
の
な
り
手
に
つ
い
て

は
、
ど
こ
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い 

る
よ
う
で
、
あ
る
町
内
会
で
は
女
性 

去
る
８
月
25
・
26
日
、
恒
例

の
先
進
地
視
察
研
修
会
が
参
加
者

15
名
で
開
催
さ
れ
、航
空
自
衛
隊

千
歳
基
地
の
見
学
と
、恵
庭
市
町
内

会
連
合
会
と
の
交
流
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

25
日
に
名
寄
市
を
出
発
し
高

速
に
乗
っ
て
一
路
千
歳
へ
。昼
食
を

と
り
千
歳
基
地
に
到
着
、女
性
広
報

官
に
案
内
さ
れ
て
基
地
内
へ
。災
害

時
に
人
命
救
助
な
ど
の
任
務
を
担

う
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、広
い
滑
走
路

に
駐
機
し
て
お
り
、こ
れ
を
見
学
し

ま
し
た
。そ
の
後
格
納
庫
に
て
主
力

機
「
Ｆ
４
」
を
見
学
し
、
一
機
80

億
円
、
マ
ッ
ハ
2.2
、
見
る
も
の
、

聞
く
も
の
が
桁
外
れ
の
事
が
多
く
、

大
変
な
基
地
任
務
と
感
じ
ま
し
た
。 

次
の
見
学
地
は
、イ
ン
デ
ア
ン
水 

を
中
心
に
し
た
役
員
で
活
動
し
て
い

る
町
内
会
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
千
歳
工
場

へ
。
主
力
商
品
の
「
一
番
搾
り
」
製
造

工
程
を
見
学
し
、
最
後
に
は
お
待
ち
か

ね
の
試
飲
会
場
へ
案
内
さ
れ
、
出
来
立

て
の
味
を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
後
、
一
路
高
速

で
17
時
に
は
無
事
到
着
と
な
り
、
有

意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。 

【
南
５
区 

町
内
会
長 

木
田
繁
太
郎
】 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会 

 

を
開
催
し
ま
し
た 

10
月
26
日
か
ら
約

１
ケ
月
間
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
は
市
内
９
か
所
を

ま
わ
り
、
全
会
場
合
わ
せ

て
161
人
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
会
場
で
は
86

件
の
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
、
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
で
は
市
か
ら
の
話

題
提
供
と
し
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
総
合
計
画
（
第
２

次
）
の
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
と
、
昨
年
８
月
の

台
風
上
陸
を
受
け
て
「
身

近
に
せ
ま
る
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
」
の
２
つ
を

提
供
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

市
内
の
道
路
や
河
川
整
備 

除
排
雪
等
の
生
活
基
盤
整

備
の
ほ
か
、
子
ど
も
と
高
齢

者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
に
関
す
る
こ
と

等
、
市
政
に
対
す
る
様
々
な

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
各
会
場
で
出
さ
れ

た
市
政
へ
の
ご
意
見
等
に

関
す
る
回
答
は
名
寄
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▲恵庭市町内会連合会との 
ઐ૴の஘৕ 

▼災害人命救助用ヘリコプター 

、 



町内会に加入するには・・・ 
おકまいの地域の町内会শに連絡して加入します。

ください。加入の手続きができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●連合会だより編集委員／中村 辰雄  

名寄市町内会連合会事務局

かわら版 
私の町内会では月に１回、地域で起

こったできごとやお知らせ等をまとめた「町

内会かॎらග」を৅ষしています。 

ْ௯連ਨ౭ 会শ 中島和之】 

卂भ厄৶ 
各町内会では、地域福祉の１つと

してサロンણ৿がষॎれており、高ৄ区町

内会でも毎週第 3 土曜日に「ニコニコサロ

ン」を開催。主に高齢者を対象に、２０~

３０名の方が参加している。１０月１２日

（土）、੬のમ৶として「अどん」作りにර

戦。参加者は朝早くから粉を粘り、慣れな

い手付きながらもᓻの಍જり（୬જりも出

来たが…）をなんとか作り上げ、汁の味付

けは高齢者਱けにはஙଐい加減となり、参

加者一同、満足の笑顔で過ごしました。 
 
 

 
 
 
味付けの ほどよき加減の ሹめ੉୴ 

苦笑ひせし ੬のમ৶ 

ْ高ৄ区 会শ 中੨྅௟】 

「
地
域
人
」
と
し
て
「
挨
拶
」
と
い

う
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
、
地
域
に

安
心
感
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

今
す
こ
し
「
大
人
」
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
つ
つ
、
登
校
生
を
見
送

る
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。 

 「
短
い
言
葉
で
心
が
つ
な
が
る
」 

福祉 
活動 

広報 
活動 

 
おકまいの地域の町内会শに連絡して加入します。ঽীの町内会や町内会শがॎからないৃ合は、ৣ੶

  先田 紀昭  遠藤 俊博  斉藤 晃  

町内会連合会事務局 TEL 01654-3-2111（内線 3308

私の町内会では月に１回、地域で起

をまとめた「町

智恵文地区町内会連絡協議会環境美化運動
智恵文地区では美味しい農畜産物ときれいな景観をお届けした

いとの願いから、ڲ月ڳع月にかけて各町内会において०঑࿆いやൃ

刈り等、農作業の合間を縫って地区内の環境美化に取り組んでおりま

す。名寄市内の皆さん、そして道内、道外の

皆さん、ぜひ智恵文にお越しください！ 

ْ智恵文智ਨ 会শ 遠藤俊博】 

９月２５日（日）ৈৄ区運動会
朝ڵৎよりഠ଄੬੓３０名に加えて৵৾ে、໽ు１ڱ名

ウンドに集合。ਊઈ৿会は、௏೨೐੅と਼৻間ઐ૴をஅめてのষ事とし

てెফಲ続されている。町内会の子ども育成部が主体となり、

員もੈৡしてষॎれた。グラウンド一ఢ、৺ۂ０ڱの

子ども）、ヨーヨー釣り等、௘อれのஒ૬のৣで参加者৸員ँऴれる笑

顔でીവする事が出来ました。 

来ফもཱུ୑るझ！！ 

ْ高ৄ区 会শ 中੨྅௟】 

 

地域福祉の１つと

してサロンણ৿がষॎれており、高ৄ区町

土曜日に「ニコニコサロ

~

３０名の方が参加している。１０月１２日

੬のમ৶として「अどん」作りにර

戦。参加者は朝早くから粉を粘り、慣れな

い手付きながらもᓻの಍જり（୬જりも出

なんとか作り上げ、汁の味付

けは高齢者਱けにはஙଐい加減となり、参

 

初
登
校
日
に
は
保
護
者
の
か
た
も

交
差
点
ま
で
付
き
添
っ
て
こ
ら
れ
、

町
内
会
の
「
見
守
り
人
」
に
対
し
て

「
挨
拶
を
し
な
さ
い
」
と
母
が
促
す

と
、
新
一
年
生
は
元
気
よ
く
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
て

く
る
。 

さ
て
母
親
は
と
見
れ
ば
、
挨
拶
も

な
く
友
人
と
の
雑
談
に
花
を
咲
か
せ

て
、
急
ぎ
帰
宅
さ
れ
て
ゆ
く
。 

ご
く
少
数
の
方
か
も
し
れ
な
い
が

「
地
域
人
」
と
し
て
「
挨
拶
」
と
い

安心して暮らせる地域づくりを 
支えているのは

 町内会は地域のકড়の皆さまで組௶され、

めにਁୱや道ଡ଼のൃ刈りや஬྽、ଆಬྩやඌଡ଼ྩのଵ৶、市からのઁਾଦ

ഘ等のੲਾ઀୹、子どもをはगめとする地域કড়のৄஹり等さまकまなણ

৿をষっています。 

多くの皆さまに参加いただくことで豊かな地域づくりにつながります。

清掃 
活動 

多 世 代
交 及 

ঽীの町内会や町内会শがॎからないৃ合は、ৣ੶までご連絡

  中島 和之  事務局 

3308）FAX 01654-2-5644 

智恵文地区町内会連絡協議会環境美化運動 
物ときれいな景観をお届けした

月にかけて各町内会において०঑࿆いやൃڳع月ڲ

、農作業の合間を縫って地区内の環境美化に取り組んでおりま

す。名寄市内の皆さん、そして道内、道外の 

 

運動会 
朝ڵৎよりഠ଄੬੓３０名に加えて৵৾ে、໽ు１ڱ名がグラ

ਊઈ৿会は、௏೨೐੅と਼৻間ઐ૴をஅめてのষ事とし

子ども育成部が主体となり、町内会役

ੈৡしてষॎれた。グラウンド一ఢ、৺ۂ０ڱの２人３脚（大人・

௘อれのஒ૬のৣで参加者৸員ँऴれる笑

「
地
域
人
」 

 

４
月
、
新
一
年
生
の
誕
生
で
あ
る
。

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ゆ
ら
せ
な
が

ら
駆
け
て
ゆ
く
姿
は
地
域
を
明
る
く

さ
せ
る
。 

初
登
校
日
に
は
保
護
者
の
か
た
も

支えているのは「町内会」です。 
町内会は地域のકড়の皆さまで組௶され、暮らしやすい環境づくりのた

めにਁୱや道ଡ଼のൃ刈りや஬྽、ଆಬྩやඌଡ଼ྩのଵ৶、市からのઁਾଦ

ഘ等のੲਾ઀୹、子どもをはगめとする地域કড়のৄஹり等さまकまなણ

多くの皆さまに参加いただくことで豊かな地域づくりにつながります。 


